
　

財
部
小
学
校
は
県
道
２
号

線
に
隣
接
し
て
い
ま
す
。

　

校
門
前
の
横
断
歩
道
で
は

毎
朝
校
長
先
生
が
児
童
に
声

掛
け
を
し
て
い
ま
す
。

　
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。

元
気
で
す
か
。」

「
元
気
で
す
。
お
は
よ
う
ご

ざ
い
ま
す
。」

と
返
事
す
る
上
級
生
。

　

ま
だ
恥
ず
か
し
げ
に
あ
い

さ
つ
す
る
黄
色
い
帽
子
の
１

年
生
が
と
て
も
初
々
し
い
。

　
「
手
を
上
げ
て
、
左
右
を

見
て
渡
っ
て
く
だ
さ
い
。」

　
「
は
ー
い
。」
と
手
を
上
げ

る
子
ど
も
た
ち
。

　

楽
し
い
学
校
生
活
を
送
っ

て
く
だ
さ
い
。

（
宮
迫
）

　

新
入
学
や
始
業
式
、
入

社
式
、
転
勤
な
ど
何
か
と

新
し
い
環
境
で
の
ス
タ
ー

ト
を
さ
れ
た
方
が
た
く
さ

ん
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

環
境
の
変
化
が
多
く
、
慣

れ
る
の
に
大
変
で
し
ょ
う

が
、
体
調
を
崩
さ
な
い
よ

う
願
う
も
の
で
す
。

　

７
月
で
市
制
施
行
10

周
年
を
迎
え
ま
す
。
当
時

４
万
４
千
人
の
人
口
が
、

３
万
８
千
人
台
と
年
々
減

少
し
高
齢
化
率
36
・
４
％

の
現
状
で
す
。

　

国
は
地
方
創
生
と
し
て

「
ま
ち
、
ひ
と
、
し
ご
と
創

生
本
部
」
を
設
立
し
、
地

域
に
住
む
人
々
が
、
自
ら

の
地
域
の
未
来
に
希
望
を

持
ち
、
個
性
豊
か
で
潤
い

の
あ
る
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
地
域
社
会
の
形

成
を
実
現
す
る
た
め
の
政

策
で
す
。
議
会
で
は
本
市

の
今
後
の
５
ヵ
年
の
目
標

や
施
策
（
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
）

を
皆
さ
ん
と
共
有
し
曽
於

市
の
活
性
化
の
実
現
に
取

り
組
み
ま
す
。 

（
九
日
）

委  

員  

長 

九
日　

克
典

副
委
員
長 

上
村　

龍
生

委　
　

員 

渕
合　

昌
昭

　

  

〃 

泊
ヶ
山
正
文

　

  

〃 

宮
迫　
　

勝

　

  

〃 

今
鶴　

治
信

発
行
責
任
者

議　
　

長 

谷
口　

義
則

曽於市へようこそ
～市内の地域振興住宅へお住まいのご家族を紹介します～

　お二人は、昨年９月に結婚され、結婚と同
時に財部町南の地域振興住宅に入居されまし
た。今年６月には、待望の長男が誕生される
とのことでとても喜んでおられました。
　お二人は高校の同級生で、奥さんは都城の
保育園に勤務され、ご主人はそお農業共済組
合に勤務されております。自分の生まれ育っ
た南校区で生活できることに感謝しつつ、地
域発展、共済組合の発展に寄与できるよう頑
張っていきたいと元気よく話されていまし
た。

泊ヶ山　寛
ひろ

　之
ゆき

さん （28 歳）
　　　　小

さ

百
ゆ

合
り

さん （28 歳）

（泊ヶ山）

表
紙
に
よ
せ
て

編
集
後
記

議
会
広
報
等
調
査

特
別
委
員
会

　
い
ろ
ん
な
ご
意
見
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

私
た
ち
が

  

作
っ
て
い
ま
す
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